
武重本家酒造株式会社

十二六通信 ２０１７年３月７日号
　日も長くなり、朝の冷え込みも厳しさがなく
なって、ようやく春めいて来ました。
　当社の清酒造りは、今年はこれまでに較べて
短期集中型で行ったため、仕込みが早めに終わ
り、お酒もほぼ搾り終わることができました。
　出品用の大吟醸も搾り終わり、お酒の様子を
みながら、澱引き、火入れ等の作業を行ってい
ます。長野県では全国新酒品評会での金賞受賞
数を日本一にする三年計画をたてて実施中です。
当然当社もその中に入りたいので、大吟醸を搾
った後の処理も慎重に行っています。
　春の新酒「春花見」も発売開始しました。ど
のお酒を「春花見」にするかは、慎重にきき酒
をして決めたつもりですが、発売後に飲んで見
るとこの味で良かったのだろうかと毎年の事な
がら不安になってきています。
　３月２０日の蔵開放では、候補を含め皆様に

試飲していただいてご意見を聞かせていただこ
うと思っています。今後の酒造りのためにお力
添えをお願いいたします。
　３月２０日の「酒蔵開放」は予約は不要、入
場試飲等は無料です。ご都合の良い時間にお出
かけください（１０時開場で、３時には終了と
なりますので、２時頃までの来場をお薦めしま
す）


